
 

 

第 6回（2026年度） 水谷雅一賞 審査結果について 

 

第６回水谷雅一賞選考は、例年通り「論文」及び「書籍」の 2部門で実施した。委員による審査

を経て選考委員会を開催し、その結果、下記２作品を水谷雅一賞優秀賞（本賞）、および奨励賞

とすることに決定した。 

 

【書籍の部】 

（優秀賞） 山田 雅穂（2025）『DEIBにおける経営倫理と CSRの役割 ―障害者雇用

と女性、LGBT、がん患者の方々に焦点を当てて―』文眞堂 

 

 【講評】 

本書は従来の多様性（Diversity）、公平性（Equity）、包摂（Inclusion）に、

「帰属意識（Belonging）」を加えた DEIBを取り上げ、組織の倫理的責任の

核心をなす活動として女性、LGBT、障碍者に加えがん患者も有効な施策だと

いうことを示した点において独自性の発揮が見られる。経営倫理や CSRに大

きく貢献する研究だと言える。 

 

（奨励賞） 該当無し 

 

【論文の部】 

（優秀賞） 該当無し  

 

（奨励賞） 中村 信隆（2025）「パワーハラスメントとしての人格否定とは何か ―三種

類の人格否定をめぐる哲学的考察―」学会誌 32号、9-23.  

 

【講評】 

本論文はパワハラの論点の一つである人格否定について、タイプ分けすること

で、どのタイプが道徳的に不適切になるかを明らかにしたものであり、パワハ

ラの明確化に大きく貢献する研究だと言える。論旨や提言も明確であり、経営

倫理学上の重要な課題に応えるものである。今後、経営倫理学という学問領

域における先行研究との対話を深めることで更なる研究の深化が期待できる

と考えられ、奨励賞を授与することとしたい。 

以     上 


